

信仰生活の第一歩２－２（祈り、学び）
                     ベック兄(吉祥寺学び会、1997/06/17)

2番目の信仰生活のためにどうしても必要なのは、祈ることです。「どうしたら、良いのでしょうか？」・・・祈れば、良いんじゃないの。

ヨブ記5:8-9

8私なら、神に尋ね、私のことを神に訴えよう。

9神は大いなる事をなして測り知れず、その奇しいみわざは数えきれない。

結局、私は祈ります。ヨブの態度はそういうものでした。聖書全体は、もちろん祈りへの呼びかけです。

詩篇50:15

15苦難の日にはわたしを呼び求めよ。わたしはあなたを助け出そう。あなたはわたしをあがめよう。」

ダビデは、私が神に呼ばわると、主が私を救ってくださる。あなたの重荷を主にゆだねよ。あなたが心配してくださると。もちろん、ゆだねることとは、祈ることによって全部主にまかせることです。祈ることこそが、信ずる者にとってもっとも大切です。もちろん未信者にとってもそうです。祈ろうとしなければ、救われ得ない。助けを求めなければ、主は強制的に助けようとは思わないからです。

詩篇の作者は、ダビデでしたけれども、素晴らしいことを言ったのです。私は祈りです。ちょと変わった言い方。音楽で夢中になった人々は、時々言います。「ウイ　アー　ミュージック。」、我々は音楽好きじゃない、いろんな音楽するのでもない、私たちは音楽そのものです。われわれの命そのものですと...。だいたいそういうこと言う人達は、音楽だけじゃなくて、プラスアルファー必要です。麻薬です。現代的な音楽をするそういう人達は、だいたい麻薬なしにはできません。ですから、もう多くの人々は、若くして自殺してしまう。喜びや、平安を与えるものではない。

ダビデは、わたしは音楽ですとは言わなかった。わたしはダメです。信じます。疑いませんけど、祈らなければ終わり。主が、私を絶えず守ってくださらなけえば、何にもならない。私の人生そのものは、主に対する叫びそのものです。だからこそ、彼は、御心にかなう者になったのです。祈らない者は、ほんとうに、かわいそう。みじめです。孤独です。実を結ばない者です。

どうして人間はいろいろなことで悩み苦しむかといいますと、結局、祈らないからです。祈らないこととは、自分の知恵、自分の力に頼ることです。あらゆる失敗の原因は、不十分な祈りの生活の結果にほかならない。祈りによって、だめな人間は、主の全能の力を用いることができるようになります。呼び求めよ。そうすれば、私は与える、あなたの知らない大きな技をなすと約束しておられます。

人生の大きな目的とはなんなのでしょうか？後に残る実がなければ、本当に悲劇的です。後に残る実は、いつも祈りの結果です。パウロはよく、手紙の中で絶えず祈りなさいと書いたのです。自分でそういうふうに思ったよりも、主の願いでもあり、主の命令です。主の恵みによって、祈りの人になりましょう。そうすれば、自分も変わるし、周りの人々も必ず変わります。見る目も変わります。急に、知らないうちに楽になります。

祈ることとは、信じる者にとって呼吸のようなものです。呼吸しなければもちろん死にます。祈らなければ、信仰生活も、結局どこかに行ってしまいます。宗教生活は、残るかも知れない。けど、祈らない生活とは、実を結ばない生活です。

誰が祈るのでしょうか？もちろん、自分がダメだと、わかっている人だけです。努力すれば、なんとかなると思えば、とんでもないことになります。ですから、私たちは、祈るか祈らないかということは、どうでも良いことではありません。主の命令です。主の命令に耳を貸さないことは、人間の弱さでも、欠点でもなくて、罪です。

1番目、確信を持ちなさい。2番目、祈ることによって、主に頼りなさい。主の助けを求めなさい。そして、3番目は、学びです。聖書を食べ物として、受け入れることです。いわゆる理性で理解しようと努力することではありません。書かれているから、ありがたい。この態度をとることです。イエス様は、人はパンだけで、生きるのではなく、神の口から出るひとつひとつの言葉による。みことばによって生きることとは、本当に大切です。ダビデは、私は祈りですと言ったのです。

結局祈らなければ、もうどうしたら良いかわからない。同じ態度をとるべきなのは、みことばに対してなのではないでしょうか？みことばが、なければ餓死してしまう。みことばがなければ、もう喜びがない。失望してしまう。祈りが呼吸であるなら、みことばとは食物です。みことばが、あなたがたを育成すると、聖書は言っているのであります。「あなたに、罪を犯さないために、あなたの言葉をたくわえました」、ダビデは、告白したのです。人間に与えられている宝物は、間違いなく聖書です。天国行ってから、聖書の内容を説明されるようになれば、もう、本当に、驚きそのものだと思います。あんまり、素晴らしいものであるからです。

4番目は、バプテスマです。（19970617信仰生活の第一歩２－３）

